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1 事業の概要と内容

　豊田事業所　愛知県豊田市迫町石田６９２－１８

資本金

事業内容
一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、

特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）

豊田事業所　敷地4453.68㎡

床面積（事務所）　　80㎡

 名古屋営業所　敷地733㎡

事業所・営業所

最大保管容積　1063.1㎥

最大積替え保管容積160.75㎥

最大保管面積　516.44㎡

最大積替え保管面積　146.57㎡

床面積（事務所）　  28.15㎡

ー

ー

宇野　準

TEL（0565）76-3322　　FAX（0565）76-3663

環境管理責任者・担当者

連絡先

事業所名

代表者名

株式会社　岡冨士

代表取締役社長　岡山　栄次

本社　愛知県日進市岩崎町神明16番地の2

所在地

名古屋営業所　愛知県常滑市字千代11番１０

従業員数 売上高16名　（正11名、パート5名） 18625万円（2022年度）

設　立 1892年7月5日 1500万円
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1 事業の概要と内容 2022年度分（2022年4月～2023年3月）

産業廃棄物処理量

一般廃棄物収集運搬量（事業系） t

廃棄物収集運搬量 t

廃棄物中間処理量 t

中間処理方式

・粉砕　廃プラスチック類 3.76t/ 日　（8時間）

・選別　76.34m3/日　（8時間）

処理工程

岡冨士業務（中間処理）

搬入

収集運搬車種類 資格者

小型キャブオーバー 3 台 （2023年4月1台追加） 運行管理 1 名

脱着装置付きコンテナー専用車 3 台 車両系建設機械 6 名

普通キャブオーバー 2 台 小型移動クレーン 6 名

タンク車 3 台 玉掛け 6 名

リフト 4 名

危険物取扱主任者　乙４ 3 名

危険物取扱主任者　丙 2 名

処分場重機の種類

油圧ショベル 2 台 (2023年3月2台とも買換えました。）

フォークリフト 2 台

30.4

4,681

4,539

（業者委託）

選別

金属くず

再資源化

紙くづ

木くず

コンクリートがら

廃プラスチック

がれき類

最終処分

中間処理

混合 中間処理

収集運搬のみ

積替え保管

廃油 最終処分

蛍光管類 中間処理
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1 事業の概要と内容（許可関係①）
許可の取得状況

一般廃棄物収集運搬業（日進市、豊田市）

産業廃棄物収集運搬業（愛知県、岐阜県、三重県、静岡県、豊田市）

産業廃棄物処分業（豊田市）

表1　許可品目

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ●

●

●

● ●

＊全県、廃プラスチック類、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）

豊田市 第1187号 一般廃棄物収集運搬業

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

日進市 29指令第1-2号 一般廃棄物収集運搬業 R5.2.24 R7.3.31

R5.7.4 R7.7.3

岐阜県 02100033749 表1 H30.10.19 R5.9.7

愛知県 02300033749 表1 R2.6.22 R7.6.21

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

静岡県 02201033749 表1 R3.1.13 R8.1.12

三重県 02400033749 表1 H30.10.25 R5.10.24

表1 R2.6.22 R7.6.21

豊田市 09020033749 別紙 R4.5.16 R9.5.15

燃

え

殻

汚

泥

廃

油

豊田市 09010033749

廃

酸

ガ

ラ

ス

・

コ

ン

ク

リ

ー

ト

く

ず

が

れ

き

類

ダ

ス

ト

類

（

ば

い

じ

ん

）

産業廃棄物

収集運搬

愛知県

岐阜県

三重県

静岡県

豊田市

愛知県

三重県

豊田市

種別 自治体

ゴ

ム

く

ず

金

属

く

ず

廃

ア

ル

カ

リ

廃

プ

ラ

紙

く

ず

木

く

ず

繊

維

く

ず

動

物

性

残

さ

静岡県 ●

岐阜県 ●

●

●

●
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1 事業の概要と内容（許可関係②）
廃棄物収集運搬業（愛知県）

産業廃棄物収集運搬業（岐阜）

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

愛知県 02300033749 下記 R2.6.22 R7.6.21

燃え殻、汚泥、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず(自動車等破砕物を除く。)

以上７品目は石綿含有産業廃棄物であるものを除く。

廃プラスチック類(自動車等破砕物を除く。)、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新

築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず(自動車等破砕物を除

く。)、がれき類

以上３品目は石綿含有産業廃棄物であるものを含む。

廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ、ばいじん　以上１５種類

水銀使用製品産業廃棄物を含む。また、水銀含有ばいじんを除く。

積替え、保管を除く。

燃え殻、廃油、廃プラスチック類（自動車等破砕物を除く。石綿含有産業廃棄物を含

む。）、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）、ガ

ラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）

及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。石綿含有産業廃棄物を含む。）、がれき類（石綿

含有産業廃棄物を含む。）、汚泥、廃酸、廃アルカリ、動物性残渣、ダスト類　以上15品

目　（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

水銀含有ばいじん等を除く。

燃え殻、汚泥、廃酸、廃アルカリ、動物性残渣、ダスト類　以上５品目

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

岐阜県 02100033749 下記 H30.6.22 R5.6.21
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1 事業の概要と内容（許可関係③）
廃棄物収集運搬業（三重県）

廃棄物収集運搬業（静岡県）

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

三重県 02400033749 下記 H30.10.25 R5.10.24

産業廃棄物収集運搬業

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む）、

金属くず　（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁

器くず（石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む））、

がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）汚泥、廃油、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維

くず　以上10品目

産業廃棄物収集運搬業

廃油、廃アルカリ（水銀含有ばいじん等を除く。）廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物

を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、

ゴムくず、金属くず、

ガラスくず等（石綿含有産業廃棄物を含む。）、がれき類（石

綿含有産業廃棄物を含む。）以上１０種類

※ガラスくず等とは、「ガラスくず・コンクリートくず（工作

物の新築、改築、又は除去に伴って生じたものを除く。）及び

陶磁器くず」をいう。

積替え許可無し

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

静岡県 02201033749 下記 R3.1.13 R8.1.12
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1 事業の概要と内容（許可関係④）
特別管理産業廃棄物収集運搬業（愛知県）

産業廃棄物収集運搬業（積替、保管）（豊田市）

産業廃棄物収集運搬（積替・保管）

（1）積替え、保管を除く。

汚泥（水銀含有ばいじん等を除く。）、廃酸（水銀含有ばいじん等を除く。）、廃アル

カリ（水銀含有ばいじん等を除く。）、動植物性残さ、ダスト類（水銀含有ばいじん等

を除く。）　以上５品目（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

（2）積替え、保管を含む。

燃え殻（水銀含有ばいじん等を除く。）、廃油、廃プラスチック類（自動車等破砕物を

除く。石綿含有産業廃棄物を含む。）、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属く

ず（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず（工作物の新築、改築

又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。石綿

含有産業廃棄物を含む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、　以上10品目

（水銀使用製品産業廃棄物を含む。）

豊田市 09010033749 下記 R2.6.22 R7.6.21

特別管理産業廃棄物収集運搬業

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ、感染性産業廃棄物、特定有害鉱さい(水

銀、カドミウム、鉛、６価クロム、砒素、セレンを含むもの)、害ダスト類(水銀、カド

ミウム、鉛、６価クロム、砒素、セレンを含むもの)、特定有害燃え殻(カドミウム、

鉛、６価クロム、砒素、セレンを含むもの)、特定有害廃油(トリクロロエチレン、テト

ラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン、１，１，

１－トリクロロエタンを含むもの)、特定有害汚泥(水銀、カドミウム、鉛、６価クロ

ム、砒素、シアン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四

塩化炭素１，２－ジクロロエタン、１，１，１－トリクロロエタン、

セレンを含むもの)、特定有害廃酸(水銀、カドミウム、鉛、６価クロム、砒素、シア

ン、セレンを含むもの)、特定有害廃アルカリ(水銀、カドミウム、鉛、６価クロム、砒

素、シアン、セレンを含むもの)

以上５４品目 積み替え許可なし

許可品目 許可年月日 許可の期限許可登録番号

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

愛知県 02350033749 下記 R2.6.22 R7.6.21
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1 事業の概要と内容（許可関係⑤）
産業廃棄物処分業

産業廃棄物処分業（1日８時間とする）

１.事業の範囲（処分方法ごとに区分して取り扱う産業廃棄物の種類を記載すること。）

（１）事業の区分　　中間処理（選別、破砕）

（２）産業廃棄物の種類

　ア　選別

　廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、紙くず、木く

ず、繊維くず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず、コンクリー

トくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず（自動

車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を除く。）

以上8品目　（水銀使用製品産業廃棄物を除く。）

　イ　破砕

廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。

以上１品目　（水銀使用製品産業廃棄物を除く。）

２．事業の用に供するすべての施設

（１）選別施設

ア　設置場所

豊田市迫町石田692-18

イ　設置年月日

平成14年3月20日

ウ　処理能力

廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、紙くず、木くず、

繊維くず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず、コンクリートく

ず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）石綿含有産業廃棄物を含

む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む）

　　　　　　　　　　　　　76.32㎥／日（9.54㎥／時間）

（２）破砕施設

ア 設置場所

 豊田市迫町石田 692-18

イ 設置年月日

 平成 14 年 3 月 15 日

ウ 処理能力

 廃プラスチック類（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃

棄物を除く。）

 3.76ｔ／日（0.47ｔ／時間）

許可登録番号 許可品目 許可年月日 許可の期限

豊田市 09020033749 下記 R4.5.16 R9.5.15
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2 対象範囲

発行日

2022年4月～2023年3月

2023年7月31日

認証登録 認証登録番号：0012447 認証登録日：2018年7月27日

認証登録範囲

　株式会社　岡冨士

　住所　愛知県日進市岩崎町神明16ノ2

　本社、豊田事業所、名古屋営業所　　全組織・全活動

事業活動
　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、

特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業（中間処理）

環境レポート

対象期間

株式会社　岡冨士　１０



5 エコアクション21実施体制

（宇野） （田中）

環境経営システムの役割と責任

・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営方針の策定

・ 環境管理責任者の任命、環境活動に必要な資源の確保

・ 環境経営システム全体の評価と見直し

・ 環境経営システムの構築及び運用管理

・ 環境活動計画の策定と実行、運営の管理

・ 外部からの苦情・要望への対応

・ 環境経営レポートの作成と代表者への報告

・ 環境方針、環境目標を理解し、環境への取組の重要性を自覚し実践

・ 自主的、積極的に環境活動へ参画

エコアクション21事務局

宇野　準

豊田事業所 名古屋営業所

作成日：2022年4月15日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

代表者

代表取締役社長

岡山　栄次

代表者

環境管理責任者

事務局

従業員

環境管理責任者

宇野　準
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3 環境経営方針

環境理念

基本方針

1 事業活動において適用されるすべての環境法令を遵守します。

2 自動車・重機等の燃料使用量の削減に努め、二酸化炭素の排出量を削減します。

3

4

5

6

7

制定：2017年8月28日　　改定：2019年4月1日

株式会社　岡冨士

代表取締役 岡山　栄次

株式会社　岡冨士は、常に環境保全取り組むことが重要であると認識し、産

業廃棄物の収集運搬及び処分という事業活動を通じて、リサイクルの向上を

目指し、環境に配慮した循環型社会の実現に自主的・積極的に推進します。

電気使用量の削減に努め、二酸化炭素の排出量を削減します。

水資源の削減に努めます。

この方針を全社員に周知し、全員参加による継続的な環境保全に取り組みます。

環境に配慮した物品等の調達を推進します。

受託廃棄物の再資源化率の向上に努めます。

株式会社　岡冨士　１2



4 環境目標 （豊田事業所）

年度は4月1日～翌年3月31日。

電力の二酸化炭素排出係数は中部電力の2015年度（平成27年）調整後係数0.486kg-CO2/kWhにて算出。

化学物質に関して、PRTR該当の物質は使用していません。

＊1    2019年度から2021年度の実績値の平均値ベース

＊2 リサイクル率＝（再資源化量／中間処理量）

＊３豊田事業所にて対応。（豊田事業所と名古屋営業所分）

年度基準＊1

作成日：2022年8月20日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

環境方針 取り組み項目 単位

年度目標

2022年度 2023年度 2024年度

-1% -2% -3%

二酸化炭素

排出量の削

減

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-CO2 127,000 125,730

ガソリン使用量の削減 ℓ 700 693

123,190

電力使用量の削減 kWh 2,060 2,039 2,019 1,998

124,460

686 679

軽油使用量

の削減

トラック ℓ 26,400 26,136 25,872 25,608

重機 ℓ 20,000 19,800 19,600 19,400

30%以上

一般廃棄物排出量の削減＊３ kg 85 84 83 82

受託した産業廃棄物のリサイクル率向上＊2 ％ 34% 30%以上 30%以上

1回以上

水使用量の削減 m3 145 144 142 141

地域貢献活動（道路清掃） 回 1回以上 1回以上 1回以上
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4 環境目標 （名古屋営業所①）

年度は4月1日～翌年3月31日。

電力の二酸化炭素排出係数は中部電力の2015年度（平成27年）調整後係数0.486kg-CO2/kWhにて算出。

化学物質に関して、PRTR該当の物質は使用していません。

名古屋営業所の業務は「廃油の収集運搬」のみであり

事業活動の性格上、産業廃棄物の削減という目標は設定しない。

収集運搬の「廃油」の処理は業者へ委託であり、適切な業者に委託を順守しており、

自社でのリサイクル率も設定しない。

＊１豊田事業所にて対応。（豊田事業所と名古屋営業所分）

軽油使用量の

削減
トラック ℓ 6,691 6,691 6,624 6,557

地域貢献活動（道路清掃）

水使用量の削減

一般廃棄物排出量の削減＊１

m3

回

kg

1回以上 1回以上 1回以上 1回以上

-

21 21 21 21

- - -

環境方針 取り組み項目 単位

ガソリン使用量の削減 ℓ

㎏-CO2

電力使用量の削減

二酸化炭素総排出量の削減

kWh二酸化炭素

排出量の削

減 5,9036,023

作成日：2022年4月15日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

2,819 2,819 2,791 2,763

-2%

32,280

2022年度

年度目標

2020年度

31,954

2020年度

実績値把握（基準）

実績値把握

6,023 5,963

32,606 32,606

2021年度

-1%
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4 環境目標 （名古屋営業所②）

2023年度から2025度までの目標。年度は4月1日～翌年3月31日。

目標-1%

電力の二酸化炭素排出係数は中部電力の2015年度（平成27年）調整後係数0.486kg-CO2/kWhにて算出。

化学物質に関して、PRTR該当の物質は使用していません。

名古屋営業所の業務は「廃油の収集運搬」のみであり

事業活動の性格上、産業廃棄物の削減という目標は設定しない。

収集運搬の「廃油」の処理は業者へ委託であり、適切な業者に委託を順守しており、

自社でのリサイクル率も設定しない。

＊1 　2019年度から2022年度の実績値の平均値ベース

＊２　豊田事業所にて対応。（豊田事業所と名古屋営業所分）

8,649

1回以上

水使用量の削減 m3 18 18 18 17

地域貢献活動（道路清掃） 回 1回以上 1回以上 1回以上

-

8,738

一般廃棄物排出量の削減＊２ kg - - -

二酸化炭

素排出量

の削減

軽油使用量の

削減
トラック ℓ 8,916 8,827

4,876 4,827 4,777

34,856 34,500

ガソリン使用量の削減 ℓ 4,925

作成日：2023年6月15日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

2,269

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-CO2 35,567 35,211

電力使用量の削減 kWh 2,339 2,316 2,292

環境方針 取り組み項目 単位

年度目標

年度基準＊1 2023年度 2024年度 2025年度

目標-2% 目標-3%目標-1%
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6 環境活動取組計画　2022年度

上記活動は年間を通して実施するが、環境管理責任者が半年ごとに実績を確認し、必要に応じ徹底、見直しなどを行う。

＊１　豊田事業所は宇野が名古屋営業所は田中が、都度確認を行う。

作成日：2022年4月15日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

＊１

＊１

地域貢献活動 ・工場周辺の道路を清掃する（気づいたその都度、月1回以上） ＊１ 環境管理責任者

環境方針

環境管理責任者
電力の使用量の削減

担当者環境目標 点検　方法具体的な取り組み内容

二酸化炭素の排出量削減

・照明器具は、不要な点灯をなくし、昼休みには消灯する。

・社員退社後不要な照明を消灯する。

・PCの省電力モードを有効に利用し使用後は電源を切る。

・エアコンの設定温度は、冷房28℃、暖房20℃とする。

・工場照明（水銀灯）LED化を検討する。

・カーテン、仕切り版の検討をする。

燃料使用量の削減

・無用なアイドリングを止める。

・経済速度で走る。

・走行ルートの見直し。

・定期的に空気圧をチェックする。

・重機の無駄なアイドリングを止める。

・重機の点検整備。

環境管理責任者

受託した産業廃棄物のリサイクル率向上

＊１ 環境管理責任者

・最終工程に合わせた作業工程の見直し

・作業員を増やしリサイクル率を向上する。

・分別の種類を増やしリサイクルする。

・搬出事業者に分別してもらい搬出してもらう。

＊１ 環境管理責任者

水使用量の削減
・節水の掲示を行う。

・トラック洗車時の節水。
＊１ 環境管理責任者

・廃棄物の分別を徹底し、資源化する。

・事務所内に分別ボックスを設置する。
一般廃棄物の排出量削減
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7 環境目標に対する実績と評価

（豊田事業所）

電力の二酸化炭素排出係数は中部電力の2015年度（平成27年）調整後係数0.486kg-CO2/kWhにて算出。

化学物質に関して、PRTR該当の物質は使用していません。

＊2019年度から2021年度の実績値の平均値ベース 〇：目標達成 △：やや未達成

＊2リサイクル率＝（最資源化量／中間処理量） ×：未達成

作成日：2023年7月31日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

環境方針 取り組み項目 単位

基準年度 2022年度実績と評価

年度基準＊1 2022年度目標と実績 評価

基準 目標　-1% 実績 〇△×

二酸化炭素

排出量の削

減

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-CO2 127,000 125,730

軽油使用量

の削減

トラック ℓ 26,400 26,136

△

124,657 ○

電力使用量の削減 kWh 2,060 2,039 2,092 △

ガソリン使用量の削減 ℓ 700 693 708

×

重機 ℓ 20,000 19,800 18,813 ○

28,471

○

受託した産業廃棄物のリサイクル率向上＊ ％ 34% 30%以上 29 △

一般廃棄物排出量の削減 kg 85 84 58

○

水使用量の削減 m3 145 144 151 ×

地域貢献活動（道路清掃） 回 1回以上 1回以上 1回以上
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7 環境目標に対する実績と評価

（名古屋営業所）

電力の二酸化炭素排出係数は中部電力の2015年度（平成27年）調整後係数0.486kg-CO2/kWhにて算出。

化学物質に関して、PRTR該当の物質は使用していません。

＊1 豊田事業所にて対応。 〇：目標達成 △：やや未達成

×：未達成

作成日：2023年7月31日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

環境方針 取り組み項目 単位

基準年度 2022年度実績と評価

2020年度 2022年度目標と実績 評価

基準 目標　-3% 実績 〇△×

○

37,067 ×

電力使用量の削減 kWh 2,819 2,763 1,786 ○

二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-CO2 32,606 31,954

ガソリン使用量の削減 ℓ 6,023 5,903 3,845

×

一般廃棄物排出量の削減＊1 kg - - - -

軽油使用量

の削減
トラック ℓ 6,691 6,557 10,573

二酸化炭素

排出量の削

減

○

水使用量の削減 m3 21 21 14 ○

地域貢献活動（道路清掃） 回 1回以上 1回以上 1回以上
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8 環境活動取組の結果と次年度以降の活動取組計画

＊次年度以降の目標値は、

　7. 環境目標 の　 豊田事業所、名古屋営業所②に示す。

〇

・ペーパレス化及びリサイクル紙の分別が出来

た。

地域貢献活動 ・出勤時間が違うため個々で行っています。

・トラックの燃費が年々下がっているので、

フィルター掃除などをこまめに行う。

・より細かく選別作業を行う。

・継続して行う。〇

×

・継続して行う。なるべく全員参加できる様

にする。

ガソリン：〇

軽油・トラッ

ク：✕

軽油・重機

：○

△

二酸化炭素の排出量削減

電力の使用量の削減 ・カーテンの開け閉めをこまめに行った。

・名古屋営業所は事務所に居る時間が減った為

燃料使用量の削減

・軽油は豊田事業所は静岡県の収集運搬量が増え

た為

・軽油は名古屋営業所の収集運搬量が増えた為

・ガソリンは名古屋営業所はハイブリッド車の使

用が増えた為

・洗車回数が減り車両の汚れが目立つ車両あ

る為、注意する。
水使用量の削減 ・フレコンパックの再利用の為水洗いしました。

受託した産業廃棄物のリサイクル率向上
・ﾘｻｲｸﾙ可の廃棄物がない会社の廃棄物を多く搬入

した。

一般廃棄物の排出量削減

・事務所の蛍光灯をLED等に更新することを

検討する。
〇

作成日：2023年7月31日

作成者：宇野　準

承認者：岡山　栄次

環境方針 環境目標 実施状況達成・未達成の要因達成状況 次年度以降の活動取組
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9 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

・保管場所表示、保管基準の遵守

環境関連法規への違反はありません。なお，関係当局より違反等の指摘はありません。

環境保全に関する近隣との協議 就業規則 ・8時00分～17時00分 〇

・長期使用、再生資源の努力義務、

適正処理
〇パソコンリサイクル法

・買換時リサイクル料金負担、適正

処理
〇家電リサイクル法 テレビ、エアコン、冷蔵庫

・車検又は買換時リサイクル料金負

担、適正処理
〇自動車リサイクル法 塵芥車台・ダンプ車台

廃棄物の適正な処理の促

進に関する条例

（愛知県）

廃

棄

物

・保管数量の管理と届出

・防油堤　　・水抜き
少量危険物貯蔵所 〇消防法

・市外搬入産業廃棄物処分の届出

〇

〇

〇

【収集運搬事業者、処分事業者として】

・産業廃棄物の運搬・処分業者のの

定期的な確認

・産業廃棄物処分実績報告書の報告

適合

状況
法規の要求事項

・収集運搬許可証の更新

・排出事業者との契約

。運搬車両への表示、マニフェスト、許可証

の携帯

〇

〇

〇

〇

〇

区分

廃棄物処理及び清掃に関

する法律

作成日：2023年7月31日

作成・確認者：宇野　準

法規制名

関連法規制等

該当設備施設

【排出事業者として】

〇

〇

〇

・運搬・処分業者との契約

・マニフェストの交付、回収

・マニフェストの交付状況の報告

・自社運搬の場合の運転車両への表

示、マニフェスト携帯

〇

〇

県民の生活環境保全に関する条例

（愛知県）

・騒音規制　定時の作業までとする

（8：00～17：00）
振動騒音規制

アイドリングストップ

浄化槽法 トイレ（排水の適正確保） ・水質の定期検査 〇

フロン排出抑制法 ・簡易点検の実施と記録油圧ショベル、エアコン室外機 〇
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10 代表者による全体の評価と見直し・指示

代表者による全体の評価と見直し　　2023年7月31日 　岡山　栄次

◇環境目標の達成状況について

活動を開始してから、5年が経過した。

これまでの業績の推移と各種環境負荷の実績値の推移を確認した。

削減が順調なもの（電気使用量、ガソリン使用量）とむしろ増加気味のもの（トラックと重機の軽油使用量）

がある。それぞれその要因を明確にし、PDCAを回し、更なる改善活動につなげたい。

◇環境活動計画及び取組について

地道な活動を継続し、定着するよう努めたい。

◇以下個別項目ごとの判断

・環境経営システム：　変更無　継続する。

・環境への取組：　変更無　継続する。

・環境経営方針：　変更無　継続する。

・環境目標：　必要に応じ変更も検討する。

・環境活動計画：　変更無　継続する。

・実施体制：　変更無　継続する。

◇環境管理責任者への指示

・活動がしっかり定着するよう従業員への教育をしてください。

◇総評まとめ

・活動の成果、活動実績・結果データを見える化してPDCAを回し継続的な改善活動につなげたい。
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